
［写真左］日高町の地域おこし協力隊員（農業支援員）として３年間活
動後の今年４月、新規就農した大橋正規さん。［写真右］今年２月から
農業支援員として活動中の宮本章弘さん。新旧の「地域おこし協力隊
員」の揃い踏みだ。ＪＡ門別の研修農場（アスパラガス畑）にてー５月
19日撮影ー

　

人
口
減
少
に
突
き
進
む
日

本
社
会
に
あ
っ
て
、
日
高
町

も
例
外
で
は
な
く
人
口
減
少

は
年
々
進
ん
で
い
る
。
そ
の

中
で
、
農
業
の
生
産
現
場
で

は
高
齢
化
が
進
み
、
ま
た
後

継
者
も
い
な
い
農
家
世
帯
も

あ
り
、
農
業
の
継
続
性
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　

離
農
を
放
置
す
る
わ
け
に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
的
に
在
宅
の
勤
務
形
態
が
多
く
な
り
、
若
者
た
ち
は
「
生
涯
の
仕
事
」
を

見
つ
め
直
す
機
会
と
も
な
っ
た
。
ま
た
過
密
な
大
都
会
生
活
を
捨
て
、
自
然
豊
か
な
地
方
に
移

住
を
決
断
し
た
り
、
ま
た
〝
転
職
〞
を
決
断
す
る
若
者
ま
で
出
現
す
る
。
今
回
は
日
高
町
に
移

住
し
、
農
業
と
向
き
合
う
本
州
出
身
の
青
年
二
人
を
紹
介
す
る
。

は
い
か
な
い
。
地
域
社
会
で

最
善
を
尽
く
す
。
そ
の
地
域

に
意
気
盛
ん
な
新
規
就
農
者

が
出
現
し
、
耕
作
地
を
引
き

継
ぐ
形
で
農
業
を
継
続
出
来

た
ら
地
域
社
会
に
と
っ
て
こ

ん
な
い
い
こ
と
は
な
い
。

　

日
高
町
で
は
農
業
の
担
い

手
を
育
て
る
事
業
を
進
め
て

い
る
。
決
し
て
派
手
さ
は
な

い
が
、
全
国
か
ら
有
為
な
考

え
を
持
っ
た
若
者
た
ち
が
日

高
町
に
移
住
を
決
断
し
、
農

業
技
術
を
学
び
な
が
ら
日
々

農
業
に
勤
し
ん
で
い
る
。

　

今
回
は
農
業
を
目
指
し
て

日
高
町
の
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
に
応
募
し
て
き
た
大

橋
正
規
さ
ん
（
32
・
大
阪
府

出
身
）
の
新
規
就
農
に
至
っ

た
経
緯
と
、
ス
タ
ー
ト
台
に

立
っ
た
ば
か
り
だ
が
宮
本
章

弘
さ
ん
（
25
・
和
歌
山
県
出

身
）
の
農
業
へ
寄
せ
る
思
い

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た

い
。

　　

大
橋
正
規
さ
ん
は
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
名
古

屋
市
で
仕
事
を
し
て
い
た
が

「
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
仕
事

を
生
涯
に
渉
る
仕
事
と
も
思

え
ず
、
緑
広
が
る
環
境
で
農

業
が
し
た
い
」と
思
い
立
ち
、

日
高
町
の
協
力
隊
員
募
集
に

目
が
留
ま
っ
た
。
実
際
に
現

地
を
訪
れ
て
、
生
活
環
境
の

良
さ
、
受
け
入
れ
態
勢
の
万

全
さ
を
感
じ
、
移
住
と
将
来

　
　
　
　
　
（
２
面
に
続
く
）

　　　地域おこし協力隊員が
ただ今農業に全力投球中です！

若
者
た
ち
の
移
住
に
は

全
町
民
が
ウ
ェ
ル
カ
ム

日
高
町
へ
の
移
住
と

　
　
独
立
営
農
を
決
意

日高町
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（
１
面
か
ら
の
続
き
）

の
独
立
営
農
を
決
意
、
協
力

隊
に
応
募
し
た
。

　

令
和
元
年
６
月
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
採
用
が
決
定

し
、
農
業
支
援
員
と
し
て
活

動
を
開
始
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
門
別
町
の
営
農
指
導

の
下
で
研
鑽
を
積
み
、
北
海

道
立
農
業
大
学
校
で
農
業
機

械
の
研
修
や
新
規
参
入
者
研

修
を
受
け
、
一
歩
一
歩
農
家

に
な
る
夢
の
実
現
に
近
づ
け

て
い
っ
た
。
今
年
３
月
で
農

　

実
家
は
兼
業
農
家
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
い
つ
も
農
業

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
。
パ

ソ
コ
ン
と
睨
め
っ
こ
の
仕
事

を
し
て
い
る
中
で
も
、「
や
っ

ぱ
り
農
業
を
や
り
た
い
」
と

思
う
気
持
ち
が
段
々
強
く
な

り
そ
こ
に
日
高
町
の
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
募
集
」
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
。「
ど

う
せ
や
る
の
な
ら
広
大
な
所

で
独
立
し
た
農
業
経
営
を
や

り
た
い
」。

　

今
年
２
月
、
協
力
隊
員
と

し
て
採
用
決
定
、
現
在
農
業

支
援
員
と
し
て
活
動
を
開
始

し
て
い
る
。
新
規
就
農
を
目

指
し
て
貪
欲
に
農
業
技
術
を

習
得
中
だ
。

　

日
高
町
内
の
農
家
も
、
他

地
域
と
同
様
に
離
農
が
進
ん

で
い
る
。
空
い
た
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
を
見
て
、「
使
え
ず

放
置
す
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
」
と
、
意
欲
を
見
せ
る
。

彼
ら
に
続
く
若
者
た
ち
の
出

現
が
待
た
れ
る
。

　

因
み
に
日
高
町
の
主
な
農

業
は
稲
作
、
施
設
野
菜
（
ハ

ウ
ス
野
菜
）
と
し
て
軟
白
ネ

ギ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ミ
ニ

ト
マ
ト
・
ト
マ
ト
・
イ
チ
ゴ
・

ピ
ー
マ
ン
な
ど
、
酪
農
と
肉

用
牛
生
産
。
ま
た
、
日
高
管

内
全
体
で
軽
種
馬
生
産
が
盛

ん
だ
が
日
高
町
に
お
い
て
も

盛
ん
だ
。

　

若
者
ゆ
え
の
特
権
と
い
え

ば
〝
失
敗
を
恐
れ
ぬ
挑
戦
〞

だ
。
年
齢
が
進
む
と
そ
う
は

い
か
な
い
も
の
だ
。

業
支
援
員
と
し
て
の
活
動
を

終
え
、
４
月
自
営
農
家
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

平
成
31
年
１
月
の
東
京
で

開
催
さ
れ
た
新
・
農
業
人

フ
ェ
ア
で
就
農
相
談
を
し
た

の
が
第
一
ス
テ
ッ
プ
な
ら
、

当
年
４
月
に
は
日
高
町
入
り

し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

面
接
を
受
け
た
の
が
第
二
ス

テ
ッ
プ
。
年
号
が
令
和
に
か

わ
っ
た
が
同
年
６
月
に
は
協

力
隊
員
の
採
用
が
決
定
。
そ

れ
か
ら
丸
３
年
経
ち
、
念
願

が
叶
い
、
独
立
営
農
だ
。「
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
中
心
に
、
将

来
的
に
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
作

り
た
い
」
と
語
る
。

　

大
橋
さ
ん
の
後
を
追
う
よ

う
に
入
っ
て
き
た
の
が
、
和

歌
山
県
出
身
の
宮
本
章
弘
さ

ん
だ
。
仕
事
は
運
送
会
社

だ
っ
た
が
、
前
出
の
大
橋
さ

ん
同
様
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合

う
日
々
の
連
続
だ
っ
た
。

大橋 正規さん

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

た
だ
今
農
業
に
全
力
投
球
中
で
す
！
自
治
体
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

北
海
道
は
全
国
一の
隊
員
数

日
高
町

　

今
回
日
高
町
の
新
旧
ふ
た

り
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

を
取
材
し
て
可
能
性
を
強
く

感
じ
た
。
大
橋
さ
ん
は
年
齢

的
に
も
兄
貴
分
だ
し
一
足
早

く
協
力
隊
を
卒
業
し
、
独
立

就
農
の
一
年
生
。
弟
分
の
宮

本
さ
ん
は
一
年
目
の
協
力
隊

員
だ
が
、
実
家
が
農
家
で
あ

る
せ
い
か
、
風
情
が
す
で
に

備
わ
っ
て
い
た
。
若
者
が
二

人
同
じ
地
域
に
頑
張
る
と
い

う
の
も
心
強
い
。
将
来
に
わ

た
り
彼
ら
を
追
っ
て
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
綴
っ
て

み
た
い
。
そ
れ
も
成
功
物
語

が
い
い
。　

　
　
　
　
　

文　

山
田
勝
芳

　

そ
も
そ
も
の
発
想
は
「
人

口
減
少
や
高
齢
化
の
著
し
い

地
方
で
、
地
域
外
の
人
材
を

受
け
入
れ
て
第
一
次
産
業
の

従
事
や
住
民
の
生
活
支
援
に

従
事
し
て
も
ら
い
、
住
民
の

定
住
・
定
着
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。一
言
で
い
え
ば「
地

方
創
生
」
や
「
ふ
る
さ
と
創

生
」
の
た
め
の
事
業
だ
。

　　

し
か
し
、
行
政
が
思
い
描

く
ほ
ど
そ
う
簡
単
な
も
の
で

は
な
い
。
地
域
色
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
仕
組
み
が

そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
発
案
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
初

よ
り
協
力
隊
の
移
住
に
つ
な

げ
よ
う
と
の
発
想
は
な
か
っ

た
が
、
従
事
さ
せ
た
業
務
の

副
産
物
と
し
て
そ
の
後
〝
そ

の
ま
ま
定
住
〞に
繋
が
る
ケ

ー
ス
が
ま
ま
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　　

基
本
は
「
類
は
類
を
呼
ぶ
」

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
道
北

の
あ
る
自
治
体
は
全
国
か
ら

様
々
な
仕
事
を
持
っ
た
若
者

が
移
住
し
て
来
る
。
こ
う
な

れ
ば
殊
更
な
協
力
隊
募
集
の

業
務
は
も
う
必
要
な
い
は

ず
。
新
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
ま
た
若
者
た
ち
が
や
っ

て
来
る
。
こ
う
し
た
人
集
め

に
苦
労
し
な
い
自
治
体
は
極

新
旧
の
協
力
隊
員
の

呼
吸
も
合
っ
た
揃
い
踏
み

取
材
を
終
え
て
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新規就農者募集！新規就農者募集！日高町
ご相談・お問い合わせ先ご相談・お問い合わせ先

午前中の収穫でアスパラガスは疎らだったのが残念。左手に今年協力隊とし
て採用になった宮本章弘さん、右手に協力隊の任を終えて新規就農した大橋
正規さん、指をさしているのは取材中の筆者です！

宮本 章弘さん

　
採
用
は
一
年
毎
に
更
新
し
最
長
三
年
ま
で
だ
が
、
任
が
解

か
れ
て
も
地
元
企
業
に
就
職
し
た
り
、
一
次
産
業
に
従
事
し

た
り
、
道
の
駅
や
観
光
分
野
（
ガ
イ
ド
業
な
ど
）
に
従
事
し
た

り
で
様
々
だ
が
定
住
す
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。
過
疎
が
進

行
す
る
北
海
道
で
は
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
」
は
大
助
か

り
だ
。

め
て
稀
な
ケ
ー
ス
だ
。

　　

協
力
隊
の
仕
組
み
が
ス
タ

ー
ト
し
た
最
初
の
こ
ろ
、
道

央
圏
の
あ
る
町
で
は
、
独
居

老
人
の
買
い
物
代
行
や
除
雪

作
業
な
ど
に
従
事
さ
せ
て
い

た
。
そ
れ
は
間
違
い
で
は
な

い
の
だ
が
隊
員
の
任
を
解
か

れ
た
後
の
進
路
決
定
の
足
し

に
な
る
だ
ろ
う
か
、
疑
問
に

残
る
。
雑
用
係
で
は
も
っ
た

い
な
い
。

　　

隊
員
の
将
来
の
仕
事
の
足

し
に
な
る
業
務
に
従
事
さ
せ

た
方
が
遥
か
に
定
住
化
の
有

効
打
に
な
る
。
本
州
の
或
る

町
で
は
森
林
整
備
に
従
事
さ

せ
、
冬
期
間
炭
焼
き
を
体
験
、

そ
れ
が
仕
事
と
し
て
の
面
白

さ
と
な
っ
て
町
に
定
着
す
る

結
果
と
な
っ
た
。
災
害
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
で
自
主
的
に
や

っ
て
来
た
或
る
若
者
は
協
力

隊
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ

の
後
森
林
組
合
に
就
職
し
た
。

そ
の
視
点
に
立
ち
、
筆
者
は

今
、
栗
山
町
の
取
り
組
み
に

注
目
し
て
い
る
。　
　
（
山
田
）
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（
一
社
）倶
知
安
観
光
協
会

☎
0
1
3
6・55・5
3
7
2

http://ynca.fun/

問

　
秀
峰
羊
蹄
山
と
ニ
セ
コ
連

峰
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

倶
知
安
町
で
は
、
季
節
を
問

わ
ず
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
楽
し
め
ま
す
。

夏
季
に
は
、
多
く
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

自
転
車
で
大
自
然
を

駆
け
抜
け
る
爽
快
な

気
分
を
味
わ
い
に
、

倶
知
安
町
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
自
然
を
満
喫
！

倶
知
安
町

新
十
津
川
町
観
光
協
会

☎
0
1
2
5・76・2
1
3
4

問

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点

新
十
津
川
町

と
つ
か
わ
を
中
心
に
、
サ

ン
ヒ
ル
ズ
・
サ
ラ
イ
、
ケ

ビ
ン
村
ヴ
ィ
ラ
ト
ッ
プ
、

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
。
ス

ポ
ー
ツ
施
設
は
照
明
施
設

の
あ
る
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
サ
ッ
カ
ー
場
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
温
水

プ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
町
内
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と

公
園
」
は
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ

ャ
ー
の
拠
点
で
す
。
レ
ジ
ャ

ー
施
設
と
し
て
は
新
十
津
川

温
泉
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
し
ん

江
南
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

☎
0
1
5
2・25・4
0
0
0

https://w
w
w
.tow

n.ki
yosato.hokkaido.jp

問

清
里
町

期
間
中
、
町
内
は
も
と
よ

り
町
外
か
ら
も
多
く
の
利

用
客
が
訪
れ
る
人
気
の
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
す
。
近

く
に
は
知
床
山
系
を
望
む

こ
と
が
で
き
る
「
宇
宙
展

望
台
」
も
あ
り
、
大
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
を
体
感
で

き
ま
す
。

　「
江
南
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

は
、
日
本
百
名
山
「
斜
里
岳
」

の
雄
姿
を
望
み
な
が
ら
、
全

54
ホ
ー
ル
が
楽
し
め
ま
す
。

11
月
3
日
ま
で
の
オ
ー
プ
ン

小
清
水
ツ
ー
リ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
5
2・67・5
1
2
0

https://koshim
izu-kan

ko.com
/visitor/

問

　
町
の
観
光
拠
点
、
小
清
水

ツ
ー
リ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
内
で

旅
の
お
手
伝
い
を
す
る
「
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ク

ロ
ス
バ
イ
ク
で
ダ
ウ
ン
ヒ
ル

な
ど
感
染
症
対
策
を
実
施
し

な
が
ら
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
開

催
。
抽
選
で
特
産
品
が
当
た

る
藻
琴
山
・
登
っ
て
あ
て
よ

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
観
光

企
画
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
。

小
清
水
町

美
深
観
光
協
会

☎
0
1
6
5
6・9・2
4
7
0

http://w
w
w
.bifuka-kan

kou.com

問 じ
め
、道
の
駅
、キ
ャ
ン
プ
場
、

夏
で
も
そ
り
遊
び
が
で
き
る

タ
ー
フ
ゲ
レ
ン
デ
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
、
カ
ヌ
ー
な
ど
充
実

の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
イ
テ
ム
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
自
然
と
触

れ
合
い
な
が
ら
の
び
の
び
と

遊
べ
る
自
然
体
験
ゾ
ー
ン
で

す
。

　
総
面
積
76 

ha
の
「
森
林

公
園
び
ふ
か
ア
イ
ラ
ン

ド
」
の
広
大
な
敷
地
内

に
は
、
び
ふ
か
温
泉
を
はキャンプ場

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
自
然
体
験
ゾ
ー
ン

美
深
町

北
竜
町
役
場
産
業
課

☎
0
1
6
4・34・2
1
1
1

http://w
w
w
.tow

n.hok
uryu.hokkaido.jp

問

自
然
と
開
放
感
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
プ
場

北
竜
町

事
場
、
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
す
べ
て
無
料
で
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

例
年
5
月
上
旬
か
ら
6
月
上

旬
に
か
け
て
は
山
桜
や
芝
桜

が
咲
き
誇
り
、
ま
た
秋
に
は

紅
葉
に
包
ま
れ
ま
す
。
キ
ャ

ン
プ
場
の
営
業
期
間
は
10
月

ま
で
。

　
自
然
の
丘
陵
を
生
か

し
た
金
比
羅
公
園
内
に

は
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
野
外

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
、
炊

遊
ぶ

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

ア
ウ
ト
ド
ア
で
地
域
を
応
援

北
海
道
お
す
す
め

       

ス
ポ
ッ
ト
情
報
‼

新
型
コ
ロ
ナ
も
収
束
の
兆
し
が
見
え
、道
内
各
地
で
3
年
振
り
に
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
し
て

い
ま
す
。海
外
か
ら
の
観
光
客
も
大
幅
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、道
内
の
観
光
地
は

コ
ロ
ナ
前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
そ
う
で
す
。し
か
し
、油
断
は
ま
だ
禁
物
で
す
。感
染
対

策
を
し
っ
か
り
と
り
、北
海
道
の
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！！

物産品・名産品の展示販売施設

1階売店 ●3月～10月／10時～17時30分
●11月～2月／10時～16時
●11時～14時30分
　ラストオーダー 14時

2階レストラン

管理・運営 ㈱新十津川総合振興公社
樺戸郡新十津川町中央5番地1　ＴＥＬ.（0125）76-3141

〒078-2511
北海道雨竜郡北竜町字板谷163番地2
TEL（0164）34-3321 FAX（0164）34-3251

北竜温泉・レストラン風車

道の駅・サンフラワー北竜

レクリエーションから研修・合宿まで充実の施設

サンフラワーパークホテル
齊藤 宏行

2022年7月1日 （4）



伊
達
市
商
工
観
光
課

☎
0
1
4
2・82・3
2
0
9

https://w
w
w
.city.date.

hokkaido.jp/

問 ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
縄
文
時

代
か
ら
現
代
ま
で
の
伊
達
市

の
歴
史
・
文
化
自
然
を
紹
介

し
、
藍
染
め
体
験
や
刀
鍛
冶

が
見
学
で
き
る
な
ど
伊
達
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

道
の
駅
総
合
公
園
「
だ

て
歴
史
の
杜
」
は
様
々
な

見
所
が
満
載
‼　

観
光
物

産
館
で
は
伊
達
野
菜
や
地

武
家
の
歴
史
を
楽
し
め
る

伊
達
市

施
設

道
の駅

元
の
食

材
が
た

く
さ
ん

販
売
さ

れ
て
お

り
、「
だ

て
歴
史

文
化
ミ

北
見
ハ
ッ
カ
記
念
館・

薄
荷
蒸
溜
館

☎
０
１
５
７・23・６
２
０
０

問
道
の
駅
お
と
ふ
け

な
つ
ぞ
ら
の
ふ
る
里

☎
０
１
５
５・65・０
８
２
２

https://michinoeki-otofuke.jp/

問

新
鮮
な
和
ハ
ッ
カ
の
清
涼
感
を
満
喫

北
見
市

　

北
見
地
方
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
担
っ
た

ハ
ッ
カ
の
足
跡
を
展
示

す
る
北
見
ハ
ッ
カ
記
念
館

　

4
月
15
日
に
「
道
の
駅

お
と
ふ
け
」
が
移
転
開
業

（
右
）
で
は
、
人
と
ハ
ッ
カ
の

歴
史
や
、
ハ
ッ
カ
の
製
造
工

程
な
ど
を
紹
介
。
隣
接
す
る

薄
荷
蒸
溜
館
（
左
）
で
は
、

敷
地
内
や
北
見
市
内
で
栽
培

し
た
ハ
ッ
カ
を
使
用
し
た
蒸

留
体
験
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

ロ
マ
ク
リ
ー
ム
作
り
を
体
験

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ト
ワ・ヴ
ェ
ー
ル

☎
0
1
3
6・72・4
4
1
6

https://toitvert.shop

問

自
然
が
育
て
た
本
物
の
美
味
し
さ

黒
松
内
町

露
天
風
呂
か
ら
層
雲
峡
の
渓
谷
美
を
一
望

上
川
町

屈
斜
路
湖
を
一
望
す
る
天
下
の
絶
景

美
幌
町

し
の
つ
湖
畔
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
爽
や
か
な
朝
を

新
篠
津
村

ス
ク
リ
ー
ム
、
ハ
ム
、
ソ

ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
製
造
工

程
を
見
学
し
な
が
ら
、
そ

の
場
で
購
入
も
で
き
ま

す
。
お
い
し
い
だ
け
で
な

く
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
の
が
「
黒
松
内
ブ
ラ
ン

ド
」
で
す
。

　

丘
の

上
に
建

つ
黒
松

町
特
産

物
手
づ

く
り
加

工
セ
ン

タ
ー
「
ト
ワ
・
ヴ
ェ
ー
ル
」

で
は
、
黒
松
内
町
の
自
然
が

育
て
た
本
物
の
お
い
し
さ

が
味
わ
え
ま
す
。
新
鮮
な
素

材
か
ら
作
る
チ
ー
ズ
、
ア
イ

豊
富
町
商
工
観
光
課

☎
0
1
6
2・82・1
0
0
1

http://w
w
w
.tow

n.toy
otom

i.hokkaido.jp/

問

源
泉
か
け
流
し
の
美
肌
の
湯

豊
富
町

日
帰
り
入
浴
施
設
「
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

湯
治
や
宿
泊
施
設
等
の
相

談
が
で
き
ま
す
。
温
泉
街

の
「
川
島
旅
館
」
で
は
豊

富
牛
乳
か
ら
で
き
た
湯
あ

が
り
プ
リ
ン
も
楽
し
め
ま

す
。

　

日
本
最

北
の
温
泉

郷
で
あ
る

「
豊
富
温

泉
」
は
、
油

分
を
含
ん

だ
美
肌
の

湯
で
す
。

保
湿
効
果

が
高
い
為
、

全
国
か
ら
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
や
乾
癬
等
の
湯
治
で
多

く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

（
一
社
）え
ん
が
る
町
観
光
協
会

☎
0
1
5
8・42・4
5
3
6

https://engaru-m
ori-

no-okhotsk.jp/

問

ゲ
レ
ン
デ
と
遠
軽
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
魅
力
発
信

遠
軽
町

ー
ド
を
楽
し
め
る
「
サ
マ

ー
ゲ
レ
ン
デ
」
や
、
国
内

最
大
級
の
急
勾
配
を
生
か

し
た
ス
リ
リ
ン
グ
な
長
距

離
滑
降
が
楽
し
め
る
大
型

の
「
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
」
な

ど
、
魅
力
的
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
満
載
で
す
。

　

令
和
4
年
も
「
道
の
駅
遠

軽
森
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
」
の
ア

ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ

が
大
人

気
！
夏

場
で
も

人
工
の

ス
ノ
ー

マ
ッ
ト

で
ス
キ

ー
や
ス

ノ
ー
ボ

食
と
体
験
で
人
々
が
賑
わ
う
交
流
拠
点

音
更
町

産
品
な
ど
を
販
売
す
る
「
な

つ
ぞ
ら
市
場
」
が
あ
り
、
十

勝
・
音
更
の
食
の
魅
力
を

堪
能
で
き
ま
す
。
ま
た
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な

つ
ぞ
ら
」
の
セ
ッ
ト
を
模
し

た
エ
リ
ア
も
あ
り
、
ド
ラ
マ

の
世
界
観
を
楽
し
め
ま
す
。

し
ま
し

た
。
館

内
に
は

9
つ
の

お
店
が

集
う
フ

ー
ド
コ

ー
ト
や
、

地
元
の

新
鮮
野

菜
や
特

　

層
雲
峡
で
唯
一
の
公
共
温

泉
「
大
雪
山
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス

層
雲
峡
黒
岳
の
湯
」。
層
雲

峡
の
自
然
景
観
を
イ
メ
ー
ジ

を
備
え
て
い
ま
す
。
露
天
風
呂

か
ら
は
山
並
み
が
一
望
で
き
、

特
に
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
見
ご

た
え
満
点
で
す
。
泉
質
は
湯
花

舞
う
単
純
温
泉
と
な
っ
て
お

り
疲
労
回
復
や
ス
ト
レ
ス
解

消
な
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。

上
川
町
役
場
企
画
総
務
課

☎
0
1
6
5
8・2・1
2
1
1

http://w
w
w
.tow

n.hokk
aido-kam

ikaw
a.lg.jp

問

▲
露天
風呂

し
て
造
ら

れ
た
２
階

の
大
浴
場
、

３
階
に
は

サ
ウ
ナ
と

露
天
風
呂

　

展
望
台
か
ら
は
屈
斜
路
湖

を
一
望
で
き
る
壮
麗
な
パ
ノ

パ
ノ
ラ
マ
美
幌
峠
」
の
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
が
4
月
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

伝
統
料
理
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ

ン
。
7
月
に
は
堀
江
貴
文
氏

が
監
修
し
た
パ
ン
店
「
小
麦

の
奴
隷
」
も
営
業
を
開
始
し

ま
す
。

美
幌
峠
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

☎
0
1
5
2・77・6
0
0
1

問

ラ
マ
が

広
が
り
、

条
件
が

あ
え
ば

雲
海
を

見
る
こ

と
も
で

き
ま
す
。

　

道
の

駅
「
ぐ

る
っ
と

　

「
し
の
つ
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
」
は
隣
接
し
て
い
る
産
直

市
場
で
地
場
産
の
新
鮮
野
菜

を
購
入
し
た
り
、
温
泉
で
疲

れ
を
癒
し
た
り
な
ど
、
キ
ャ

ン
プ
初
心
者
で
も
十
分
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整

っ
た
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
キ

ャ
ン
プ
の
朝
は
し
の
つ
湖
を

見
な
が
ら
爽
や
か
な
一
日
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。

し
ん
し
の
つ
温
泉
た
っ
ぷ
の
湯

☎
0
1
2
6・58・3
1
6
6

https://tappunoyuonsen.com/

問

道の駅「しんしのつ」に併設した「しんしのつ温泉たっぷの湯」は
源泉かけ流し天然温泉をゆったり楽しめ、

宿泊施設も兼ね備えた新篠津村の観光拠点です。

道の駅「しんしのつ」に併設した「しんしのつ温泉たっぷの湯」は
源泉かけ流し天然温泉をゆったり楽しめ、

宿泊施設も兼ね備えた新篠津村の観光拠点です。

道の駅「しんしのつ」

しんしのつ温泉たっぷの湯
営業時間
6：00～22：00（最終受付21：30）

石狩郡新篠津村
第45線北2

上川郡上川町字菊水841の8（大雪高原旭ヶ丘）
℡ 01658-2-4655 〈無料駐車場完備〉 JR上川駅よりタクシーで15分
営業時間／9：00～17：00（最終入園16：00）

5つのテーマに基づく「森の花園」と、5つのテーマガーデン「森の迎賓館」、
秘境のような深い森の中に広がる空間「遊びの森」で構成。
北海道上川の花と緑が織りなす美しい世界をお楽しみください。

（5） 2022年7月1日



北
海
道
で
は
最
近
10
年
余
で

50
以
上
の
チ
ー
ズ
工
房
が
生

ま
れ
、
今
で
は
１
５
０
社
を

超
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
技
術

の
向
上
も
著
し
く
、
世
界
的

に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

ブ
ラ
ン
ド
も
増
え
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
自
分
に
合

う
最
適
な
チ
ー
ズ
を
選
び
出

す
の
は
至
難
の
業
。そ
こ
で
、

北
海
道
内
有
数
の
専
門
店

「
チ
ー
ズ
の
店
コ
ン
テ
」
を

取
材
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ズ
の
歴
史
は
４
千
年

に
も
及
ぶ
そ
う
で
す
が
、
日

本
に
お
け
る
本
格
的
な
チ
ー

ズ
製
造
は
、
１
８
７
６
年
に

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン
が
開
設

し
た
札
幌
真
駒
内
牧
牛
場
が

始
ま
り
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

１
４
０
余
年
、
世
界
が
認
め

る
道
産
チ
ー
ズ
工
房
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

　

チ
ー
ズ
の
店
コ
ン
テ
は
、

チ
ー
ズ
専
門
店
フ
ェ
ル
ミ
エ

（
東
京
）
が
２
０
０
７
年
に

　

こ
ち
ら
は
羊
蹄
山
麓
の
複

数
酪
農
家
が
生
産
す
る
生
乳

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

地
域
は
経
営
規
模
が
小
さ
い

分
、
乳
牛
１
頭
１
頭
に
目
が

届
く
運
営
を
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

こ
の
地
で
、
親
子
２
代
に

亘
っ
て
チ
ー
ズ
作
り
の
技
を

磨
き
続
け
て
き
た
の
が
ニ
セ

コ
チ
ー
ズ
工
房
。
フ
ラ
ン
ス

や
イ
タ
リ
ア
で
修
行
し
て
き

た
経
験
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
日
本
人
の
口
に
合
う

チ
ー
ズ
作
り
に
も
長
け
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
国
内
外
の

チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
で
何
度

も
受
賞
し
て
き
ま
し
た
。
遂

に
昨
年
、
世
界
で
最
も
高
い

知
名
度
を
誇
る
ワ
ー
ル
ド

チ
ー
ズ
ア
ワ
ー
ド
で
最
高
金

賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。（
境
）

　

世
界
中
の
チ
ー
ズ
を
知
り

抜
く
プ
ロ
に
相
談
す
る
の
が

一
番
の
近
道
。
チ
ー
ズ
の
店

コ
ン
テ
で
は
、
顧
客
の
食
体

験
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
な
が

ら
、
一
緒
に
楽
し
く
最
適
な

チ
ー
ズ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
店
に
行
く
こ
と
が

難
し
い
方
に
は
、
通
信
販
売

で
お
試
し
セ
ッ
ト
を
購
入
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
７
月
に
は
北

広
島
市
に
新
設
さ
れ
る
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
フ
ァ
ー
ム
の
新

店
舗
に
当
店
の
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。
こ

ち
ら
も
是
非
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

開
設
し
た
札
幌
店
が
原
点
。

同
店
は
10
年
で
撤
退
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
酪
農

の
本
場
・
北
海
道
で
国
内
外

の
チ
ー
ズ
を
楽
し
め
る
貴
重

な
存
在
を
失
っ
て
は
い
け
な

い
！
と
、
当
時
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
勤
め
て
い
た
工
藤
典
子

代
表
が
事
業
を
引
き
継
ぎ
、

チ
ー
ズ
の
店
コ
ン
テ
と
し
て

現
在
に
至
り
ま
す
。

　

工
藤
代
表
は
、
札
幌
市
内

の
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
勤
務
の

傍
ら
ワ
イ
ン
・
ソ
ム
リ
エ
と

し
て
研
鑽
を
積
み
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
で
チ
ー
ズ
の
魅
力
を

知
り
ま
し
た
。
以
来
10
数
年

に
亘
っ
て
チ
ー
ズ
の
豊
か
さ

奥
深
さ
を
探
求
し
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
人
に
世
界
の
、

そ
し
て
北
海
道
の
チ
ー
ズ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
工

藤
代
表
に
、「
今
北
海
道
で

食
べ
る
べ
き
上
位
３
ブ
ラ
ン

ド
」を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

特
に
ハ
ー
ド
系
の
「
タ
カ

ラ
の
タ
カ
ラ
」
が
素
晴
ら
し

く
、
入
荷
即
完
売
に
な
る
よ

う
で
す
。
原
料
生
乳
は
１
９

９
９
年
か
ら
放
牧
酪
農
に
転

換
し
た
牧
場
タ
カ
ラ
（
斉
藤

信
一
代
表
）
の
生
乳
を
使
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
牧

草
地
の
土
づ
く
り
か
ら
は
じ

ま
り
、
牛
の
生
産
か
ら
日
々

の
生
活
に
至
る
ま
で
ス
ト
レ

ス
な
く
過
ご
せ
る
か
を
追
求

し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
生

み
出
さ
れ
る
最
高
水
準
の
生

乳
を
原
料
と
し
て
、
代
表
の

弟
・
斉
藤
愛
三
さ
ん
が
２
０

０
７
年
に
立
ち
上
げ
た
チ
ー

ズ
工
房
で
技
を
磨
き
現
在
の

境
地
に
達
し
ま
し
た
。
２
０

１
８
年
に
は
ジ
ャ
パ
ン
チ
ー

ズ
ア
ワ
ー
ド
で
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ズ
職
人
と
し
て
研
鑽

を
積
み
な
が
ら
、
理
想
と
す

る
チ
ー
ズ
に
到
達
し
な
い
悩

み
を
抱
え
て
い
た
本
間
幸
雄

さ
ん
が
原
因
は
生
乳
に
あ
る

こ
と
に
気
付
き
、
道
内
の
放

牧
農
場
を
訪
問
し
て
歩
き
ま

し
た
。
現
地
に
寸
胴
鍋
と
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
持
ち
込
ん

で
チ
ー
ズ
を
作
り
「
最
高
の

生
乳
」
に
出
会
え
た
の
が
足

寄
町
あ
り
が
と
う
牧
場
。
こ

う
し
て
牧
場
内
に
し
あ
わ
せ

チ
ー
ズ
工
房
を
開
設
し
、
理

想
と
す
る
チ
ー
ズ
作
り
に
磨

き
を
か
け
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ジ
ャ
パ
ン
チ
ー
ズ
ア

ワ
ー
ド
２
０
２
０
で
グ
ラ
ン

プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

工藤 典子代表
道産・世界のチーズが並ぶ店内にて
ホームページは左のQRコードから

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
24
丁
目
２

番
３
号
プ
レ
ミ
エ
ー
ル
円
山
１
Ｆ

℡
0
1
1・６
２
４・７
０
８
４

●
チ
ー
ズ
の
店
コ
ン
テ

喜
茂
別
町
チ
ー
ズ
工
房
タ
カ
ラ

ニ
セコ
町
ニ
セコ
チ
ー
ズ
工
房

チ
ー
ズ
選
び
の
極
意
と
は

足
寄
町
し
あ
わ
せ
チ
ー
ズ
工
房

世
界
に
通
用
す
る
道
産
チ
ー
ズ
を
も
っ
と
身
近
に

世
界
に
通
用
す
る
道
産
チ
ー
ズ
を
も
っ
と
身
近
に

チ
ー
ズ
の
店
コ
ン
テ

チ
ー
ズ
の
店
コ
ン
テ

北
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
〜
食
の
専
門
家
リ
レ
ー

北
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
〜
食
の
専
門
家
リ
レ
ー
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日
本
農
業
の
最
重
要
課
題

と
い
う
べ
き″
世
代
交
代
・

事
業
承
継
〞
に
つ
い
て

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
次
世
代
の

農
業
を
担
う
社
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
。
第
一
回
目
の

登
場
は
別
海
町
で
三
代
目
と

し
て
酪
農
業
を
営
む
島
崎
洋

介
氏
。

　

島
崎
家
に
お
け
る
酪
農
業

の
始
ま
り
は
、
北
海
道
で
戦

後
開
拓
が
押
し
進
め
ら
れ
た

時
代
に
遡
る
。
初
代
島
崎
昭

七
（
長
野
県
出
身
）
が
別
海

町
泉
川
に
入
植
し
て
七
十
四

年
、
現
在
は
三
代
目
洋
介
氏

が
陣
頭
で
指
揮
を
執
る
。

　

経
営
に
深
く
携
わ
る
よ
う

新
規
参
入
希
望
者
に
と
り

ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る
よ
う

な
仕
組
み
を
作
り
た
い
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
具
体
化
に
向

け
、「
三
代
目
モ
デ
ル
」
を
構

想
中
だ
。

　

今
回
初
め
て
洋
介
氏
と

じ
っ
く
り
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
中
で
彼
の
熱

い
思
い
に
触
れ
、
若
く
し
て

既
に
「
利
他
の
精
神
」
を
強

く
持
っ
た
人
で
あ
る
と
感
じ

た
。
そ
れ
は
家
族
か
ら
愛
情

を
注
が
れ
て
育
っ
た
洋
介
氏

だ
か
ら
こ
そ
の
「
家
族
愛
」

が
為
せ
る
こ
と
だ
と
強
く
感

じ
る
。
そ
ん
な
彼
と
共
に
、

横
で
終
始
笑
顔
を
絶
や
さ
ず

優
し
い
眼
差
し
を
注
ぐ
み
ゆ

き
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
こ

の
先
の
島
崎
家
、
ひ
い
て
は

別
海
町
の
未
来
に
期
待
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
廣
田
）

に
な
り
数
字
を
見
て
不
安
に

思
う
こ
と
が
あ
る
。
今
年
は

飼
料
な
ど
原
価
が
高
騰
し
先

行
き
が
不
安
に
な
る
が
、

元
々
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
性
格
で

は
な
い
（
笑
）。
酪
農
は
仕
事

と
し
て
単
年
で
見
る
も
の
で

は
な
い
し
、
将
来
的
に
は
明

る
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
あ
ま
り
不
安

を
感
じ
て
い
な
い
（
笑
）。

　

祖
父
が
入
植
し
て
受
け
継

い
で
き
た
島
崎
家
の
酪
農
を

守
り
た
い
。
今
は
父
（
二
代

目
美
昭
会
長
）
に
追
い
つ
く

ま
で
の
不
安
や
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
感
じ
て
い
る
が
更

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
な
く

　

竹
下
氏
は
こ
の
町
を
「
開

拓
の
地
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
言

葉
に
は
、
九
州
か
ら
移
住
し

た
創
業
者
で
父
の
日
吉
氏
を

は
じ
め
と
す
る
先
人
達
が
０

か
ら
１
を
生
み
出
し
て
き
た

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
新
し
い

何
か
を
生
み
出
し
な
が
ら
、

牛
と
共
に
豊
か
に
生
き
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
含
ま

れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
酪
農
家
で
あ
り
な

が
ら
、
町
づ
く
り
に
携
わ
る

竹
下
耕
介
氏
と
は
ど
ん
な
人

物
な
の
か
。

　

㈲
竹
下
牧
場
二
代
目
。
妻

と
５
人
の
子
供
達
と
中
標
津

に
暮
ら
す
。

　

空
へ
の
憧
れ
が
強
く
、
千

葉
の
航
空
専
門
学
校
へ
入
学

し
た
が
、
結
局
勉
強
は
せ
ず

遊
び
呆
け
、
家
に
戻
る
こ
と

と
な
る
。
小
四
か
ら
牛
舎
を

手
伝
う
中
で
、
い
つ
か
家
を

出
て
外
の
世
界
で
色
々
経
験

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。が
、

家
に
戻
り
気
が
つ
い
た
の

は
、「
遊
び
に
は
飽
き
た
が
、

て
は
と
い
う
思
い
や
「
こ
の

地
域
を
守
る
」
と
い
う
思
い

が
あ
る
。
地
域
の
仲
間
意
識

の
希
薄
さ
を
少
し
ず
つ
感
じ

な
が
ら
、「
過
疎
化
し
て
い

い
の
か
」「
も
う
一
度
地
域

に
活
力
を
取
り
戻
し
た
い
」

と
日
々
動
き
回
っ
て
い
る
。

世
代
の
入
れ
替
わ
り
で
規
模

を
拡
大
す
る
農
家
が
多
い

中
、
本
来
は
一
層
繋
が
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
模
索
中
だ
。

　

傍
ら
で
見
守
っ
て
い
た
妻

み
ゆ
き
さ
ん
は
「
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
不
思
議
だ
っ
た
。

家
族
内
が
平
和
で
あ
れ
ば
良

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
は

次
の
世
代
の
十
人
に
一
人
く

ら
い
は
主
人
を
見
て
こ
う
い

う
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

く
れ
た
な
ら
、
こ
の
世
界
も

閉
鎖
的
に
は
な
ら
な
い
の
で

は
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

酪
農
を
魅
力
あ
る
職
種
と

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

規
模
拡
大
、
生
産
基
盤
を
磐

石
に
し
た
上
で
、
新
規
就
農

者
の
育
成
に
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

二
点
目
は
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
マ
ッ
チ
し
た
酪
農
の
分

業
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い

き
た
い
。
牧
場
運
営
業
務
を

細
分
化
し
分
業
す
る
こ
と
で

洋介社長・妻のみゆきさんと二人の子どもたち

「余白ニスト」竹下耕介さん

○
住
所

北
海
道
野
付
郡
別
海
町
泉
川

57
番
地
11

○
酪
農
部
門

成
牛
5
0
0
頭
、若
牛
初
任

1
5
0
頭
、
育
成
子
牛

1
8
0
頭
、年
間
出
荷
乳
量

4
3
6
0
t

○
肉
牛
部
門

交
雑
種
肥
育
牛
1
1
0
頭

○
施
設

・
本
社
〜
育
成
施
設
、初
任
、

乾
乳
牛
施
設

・共
栄
牧
場
〜
搾
乳
施
設
、哺

育
施
設

○
管
理
農
地

所
有
農
地
2
9
0
h
a
、借

地
管
理
農
地
2
0
0
h
a
、

○
従
業
員
数

14
名（
搾
乳
施
設
７
名
、乾

乳・分
娩・哺
育
施
設
５
名
、育

成
施
設
２
名

●
㈲
ジ
ェ
イ
フ
ァ
ー
ム
シ
マ
ザ
キ

「
開
拓
の
地
」中
標
津

竹
下
耕
介
と
い
う
人

余
白
ニ
ス
ト
と
し
て

オ
モ
シ
ロ
イ
が

未
来
を
つ
く
る

農
業
は
一
生
飽
き
る
こ
と
が

な
い
挑
戦
し
が
い
の
あ
る
仕

事
だ
」
と
い
う
こ
と
。
二
十

二
歳
。
こ
こ
か
ら
酪
農
家
と

し
て
の
人
生
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。

　

今
は
町
づ
く
り
に
携
わ
る

竹
下
氏
だ
が
、
人
が
喜
ぶ
仕

掛
け
（
き
っ
か
け
）
を
作
る

こ
と
が
昔
か
ら
好
き
だ
っ

た
。「
舞
台
で
言
う
な
ら
主

役
で
は
な
く
裏
方
タ
イ
プ
。

誰
か
が
ほ
ん
の
少
し
幸
せ
に

な
る
よ
う
な
事
が
し
た
い
」

と
言
う
。
若
か
り
し
頃
は
そ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

が
、
そ
れ
が
今
町
づ
く
り
へ

と
発
展
し
て
い
る
。

　

彼
を
語
る
の
に
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
ワ
ー
ド
「
余
白
」。

竹
下
氏
は
自
ら
を
「
余
白
ニ

ス
ト
」
と
呼
ぶ
。
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ

に
「
余
白
時
間
」
が
必
要
だ

と
言
う
。
予
定
を
詰
め
込
ま

ず
「
余
白
時
間
」
を
つ
く
る

こ
と
で
、
思
い
も
よ
ら
な
い

素
敵
な
偶
然
に
出
会
う
こ
と

が
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
標
津

で
人
々
に
そ
ん
な
偶
然
が
起

こ
る
よ
う
な
き
っ
か
け
を
作

る
。そ
の
偶
然
が
織
り
な
す
、

誰
も
予
測
で
き
な
い
未
来
に

彼
は
期
待
を
寄
せ
る
。

　

そ
ん
な
竹
下
氏
が
、
町
づ

く
り
に
繋
が
る
多
角
経
営
を

始
め
た
の
が
２
０
１
８
年
。

「
牛
と
新
し
い
関
係
が
生
ま

れ
る
宿
」
と
し
て
、
町
の
中

心
部
に
地
域
と
人
を
繋
げ
る

た
め
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
u
s
h
i
y
a
d
o
」
を

オ
ー
プ
ン
。
牛
の
魅
力
を
随

所
に
取
り
入
れ
、
町
全
体
を

宿
に
見
立
て
た
「
ま
ち
宿
」

で
あ
る
。
旅
人
・
地
元
民
が

交
じ
わ
り
な
が
ら
、
新
し
い

関
係
が
生
ま
れ
る
場
。
こ
こ

を
皮
切
り
に
オ
モ
シ
ロ
イ
仕

掛
け
づ
く
り
は
続
く
。

　
「
み
ん
な
の
夢
を
地
域
に

残
す
事
で
、
共
感
者
が
互
い

の
強
み
を
活
か
し
て
実
現
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
作
り
」

を
目
指
し
始
ま
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。「
u
s
h
i-

y
a
d
o
」
支
配
人
と
し
て

活
躍
し
た
久
保
竜
太
郎
氏
が

こ
れ
を
実
現
す
べ
く
東
京
か

ら
帰
還
。
彼
も
ま
た
無
類
の

オ
モ
シ
ロ
イ
事
好
き
。
両
氏

は
、「
同
じ
よ
う
な
周
波
数

を
持
っ
た
人
を
町
に
増
や
し

た
い
」
と
語
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
み
、

六
月
一
日
に
は
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
「
M
I
L
K
」

が
誕
生
。
今
度
は
仕
事
を

テ
ー
マ
に
地
域
と
人
を
繋
げ

て
い
く
。
更
に
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
型
の
ヴ
ィ
ラ

を
建
設
予
定
。
ま
た
、
プ
ロ

ダ
ク
ト
と
し
て
、
現
在
販
売

中
の
名
刺
代
わ
り
の
チ
ー
ズ

「
は
じ
め
ま
し
て
モ
ッ
ツ
ァ
レ

ラ
」「
お
は
よ
ー
マ
リ
ボ
ー
」

（
竹
下
氏
と
妻
の
邦
枝
さ
ん

で
製
造
、
中
標
津
町
で
購
入

可
能
。「
u
s
h
i
y
a
d
o
」

で
は
嬉
し
い
食
べ
放
題
）
に

続
き
ポ
タ
ー
ジ
ュ
も
開
発

中
。
酪
農
家
で
あ
る
竹
下
氏

が
考
え
る
牛
と
人
が
幸
せ
に

暮
ら
す
町
づ
く
り
。
今
後
の

展
開
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
舩
島
）

「オモシロイが未来をつくる」牛を軸にした多角経営
中標津町 takeshita farm

令
和
三
年
就
任
三
代
目
社
長
・
島
崎
洋
介
氏
に
聞
く

世
代
交
代
〜
次
の
主
役
た
ち

Q
社
長
就
任
か
ら
約
一

年
が
経
過
し
て
の
率
直

な
感
想
は
？

Q
三
代
目
と
し
て
守
る
べ

き
も
の
、今
後
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
も
の
は
？

Q
三
代
目
と
し
て
新
た

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

も
の
は
あ
る
か
？

取
材
を
終
え
て

今、中標津町がじわじわと熱気を帯びてきてい
るのを皆さんはご存知だろうか？　中標津町
で「牛」を軸としながら、未来を見据えた町づ
くりに取り組むのが㈲竹下牧場の竹下耕介氏
だ。「オモシロイが未来をつくる」をモットー
に、今中標津町を盛り上げている。

ファーマーズドリーム

㈲
ジ
ェ
イ
フ
ァ
ー
ム
シ
マ
ザ
キ
新
社
長
の
挑
戦

制
作
：
㈱
ゆ
め
・
き
た
・
さ
ぽ
ー
と

制
作
：
㈱
ゆ
め
・
き
た
・
さ
ぽ
ー
と

札幌市中央区大通西24丁目2番3号 プレミエール円山1F
営業時間/11：00～19：00 定休日/水曜日
TEL/011-624-7084

北広島市輪厚 エーデルワイスファーム 
Piccola Foresta内に7月オープン予定
            詳細はHP（右QRコード）から

新　店
ご案内

本店ご案内

合同会社 OMEGAファーマーズ
〒095-0062 北海道士別市武徳町44線東7号

Tel.0165-26-7763（受付時間/土日祝日を除く 9：00～16：30） 亜麻仁（あまに）油・
亜麻仁ドレッシング

北海道産の
安心素材から

作られた特選ギフト
詳細は

ＱＲコードから

www.omega-farmers.jp

カラダ思いやりギフトセット
大切な方の健康を思う貴方へ

（7） 2022年7月1日 2022年7月1日 （6）



北海道では広い地域にわたって、多種多様な花が生産されています。

昼夜の寒暖差が大きい「北海道の花」は、

とても色鮮やかと言われています。

そんな道内各地の花き産地では、地域の特性などを活かし、

こだわりの花きを生産しています。

花き生産組合の取組みを紹介します。

北海道産のお花を
毎日の生活に
取り入れよう！

＊8月7日は「北海道花の日」です。：令和2年7月に北海道で制定された「北海道
花きの振興に関する条例」で、北海道民の皆様に「北海道の花」を知り、親しんで
いただくことを目的としています。

　

当
別
で
の
花
き
生
産
は
、

米
の
生
産
調
整
が
始
ま
っ

た
1
9
7
0
年
よ
り
栽
培

気
運
が
高
ま
り
、
6
戸
の
農

家
が
花
き
の
生
産
を
開
始
、

72
年
に
「
当
別
花
卉
生
産
組

合
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
生
産
者
戸
数
は

82
戸
。
出
荷
品
目
は
28
品
目

3
6
4
品
種
栽
培
し
て
い

ま
す
。主
な
品
目
は
、ユ
リ
、

当
別
花
卉
生
産
組
合

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
花
づ
く
り
に
邁
進

カ
ス
ミ
草
で
、
ユ
リ
は
高
冷

地
（
6
月
〜
11
月
）
の
出
荷

で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

出
荷
量
を
誇
り
ま
す
。

　

同
組
合
は
、
ユ
リ
、
カ
ス

ミ
草
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
、
ひ
ま
わ

り
、
カ
ラ
ー
、
ト
ル
コ
ギ
キ

ョ
ウ
、
木
苺
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
バ
ラ
な
ど
の
部
会
で
構

成
。
花
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
厳
し
い
共
選
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
品
質
の
高
い
花

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
「
花
が
消
費
者
の
皆
さ
ん

の
手
に
届
く
ま
で
に
は
生

産
者
の
み
な
ら
ず
、Ｊ
Ａ
、

市
場
な
ど
多
く
の
方
々
の

想
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
想
い
が
買
っ
て
下

さ
る
人
に
伝
わ
る
よ
う
な

花
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

日
々
心
が
け
て
い
ま
す
」
と

花
づ
く
り
の
想
い
に
つ
い

て
同
組
合
井
野
浩
明
組
合

長
は
話
し
ま
す
。

は
、
部
会
単
位
で

栽
培
技
術
向
上

に
関
す
る
情
報

交
換
や
勉
強
会

の
開
催
の
ほ
か
、

圃
場
巡
回
に
よ

る
現
地
調
査
の

実
施
に
よ
り
品

質
の
高
位
平
常
化

ユリ（品種名はシベリア）

当
別
町
上
当
別
2
1
0
5
番
地
1

℡
0
1
3
3
･
26
･
２
１
０
１

●
Ｊ
Ａ
北
い
し
か
り

　
「
当
別
花
卉
生
産
組
合
」

8月7日は　「北海道花の日」
当別町当別町

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合

高
品
質
な
花
づ
く
り
を
目
指
し
て

深川市深川市

み
ついし
花
き
振
興
会

き
れ
いだ
ね
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
る
花
づ
く
り
を

新ひだか町新ひだか町

　

１
９
９
８
年
3
月
、「
土

づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
意

識
改
革
・
ブ
ラ
ン
ド
産
地

づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

北
空
知
管
内
11
J
A
の
花

き
生
産
者
が
団
結
し
、「
北

育
ち
元
気
村
生
産
組
合
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

　

北
空
知
地
域
は
、
北
海
道

の
空
知
管
内
北
部
に
位
置

す
る
深
川
市
・
妹
背
牛
町
・

秩
父
別
町
・
雨
竜
町
・
北

竜
町
・
沼
田
町
・
幌
加
内

町
の
１
市
６
町
か
ら
な
り
、

北
海
道
内
で
も
屈
指
の
広
さ

を
有
す
る
広
域
産
地
で
す
。

　

一
昨
年
の
組
合
員
数
は
２

４
８
戸
。
出
荷
品
目
は
52

部
会
が
主
体
と
な
り
新
品

種
の
導
入
、
栽
培
講
習
会
、

目
揃
い
会
な
ど
を
行
い
「
品

質
を
守
る
産
地
に
明
日
が

あ
る
」
を
基
本
理
念
に
、
高

品
質
な
花
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
様
な
と
き
だ
か
こ

そ
、
花
を
手
に
取
り
お
部
屋

に
飾
る
。
大
切
な
人
に
会
え

な
い
か
ら
こ
そ
想
い
を
込

め
て
花
を
贈
る
。
私
た
ち
は

そ
ん
な
お
手
伝
い
の
た
め

に
花
を
つ
く
り
続
け
ま
す
」

と
同
組
合 

田
村
昌
之
組
合

長
。

品
目
、
５
７
３
品
種

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
は
、
シ
ヌ
ア

ー
タ
、Ｈ
Ｂ
ス
タ
ー
チ

ス
、草
花
類
、ダ
リ
ア
、

球
根
花
木
類
、
り
ん
ど

う
、
鈴
バ
ラ
の
７
部
会

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

統
一
ブ
ラ
ン
ド
「
ホ
ク

レ
ン
の
花
」
と
し
て
道

内
外
の
市
場
に
出
荷
。

写真は「スターチス・シヌアータ」
夏秋期の作付け・出荷量日本一を誇る

深
川
市
メ
ム
10
号
線
山
3
線

℡
0
1
6
4
･
26
･
2
8
0
0

●
北
空
知
広
域
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
「
北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合
」

　

新
ひ
だ
か
町
（
旧
三
石

町
）
に
お
け
る
花
き
の
生
産

は
１
９
８
９
年
か
ら
６
名

で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

で
は
、Ｊ
Ａ
ひ
だ
か
東
の
生

産
者
７
戸
と
Ｊ
Ａ
し
ず
な

い
の
生
産
者
５
戸
を
含
め

た
計
61
戸
で
、
産
地
ブ
ラ
ン

ド
「
み
つ
い
し
花
だ
よ
り
」

と
し
て
道
内
外
の
市
場
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
。

　

出
荷
品
目
は
、
46
品
目
以

上
。
主
力
の
品
目
は
、
全
道

一
の
生
産
量
を
誇
る
デ
ル

フ
ィ
ニ
ウ
ム
。
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

科
の
品
目
で
、
濃
く
鮮
や
か

な
青
色
の
花
色
が
特
に
魅

力
的
で
す
。
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ

ム
の
他
に
も
、
ス
タ
ー
チ

ス
、
ソ
ネ
ッ
ト
な
ど
が
主
力

日
夜
冷
育
苗
す
る
こ
と
で
、

夏
で
も
良
質
な
デ
ル
フ
ィ

ニ
ウ
ム
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
花
た
ち
に
ス
ト
レ
ス
を

与
え
な
い
よ
う
に
し
て
、
皆

さ
ん
に
き
れ
い
だ
ね
っ
て

言
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
花
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
」

　

そ
ん
な
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ

ム
、Ｊ
Ａ
み
つ
い
し
Ｗ
Ｅ
Ｂ

シ
ョ
ッ
プ
で
の
通
販
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

ア
ド
レ
ス
は
左
記
ま
で

http://www.ja-m
itsuishi.

com
/

と
し
て
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

花
づ
く
り
へ
の
想
い

に
つ
い
て
同
会 

沼
田
英

之
会
長
は
こ
う
話
し
ま

す
。「
近
年
は
温
暖
化
の

影
響
で
花
が
作
り
づ
ら

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
暑
さ
に
弱
い
デ

ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
の
苗
を
短

デルフィニウムは全道一の生産量を誇る

新
ひ
だ
か
町
三
石
本
桐
２
２
４-

６

℡
0
1
4
6
･
34
･
2
0
1
1

●
Ｊ
Ａ
み
つ
い
し

　
「
み
つ
い
し
花
き
振
興
会
」

ＪＡみついし
〒059‐3231 北海道日高郡新ひだか町三石本桐224-6
TEL（0146）34‐2015　FAX（0146）34‐2306
http://www.jamitsuishi.com (JAみついしWEBショップ開設）

代表理事組合長　酒井  薫

ＪＡ北いしかり
〒061‐0295 北海道石狩郡当別町錦町53番地57
TEL（0133）23‐2530　FAX（0133）22‐2615
http://www.ja-kitaishikari.or.jp

代表理事組合長　川村  義 宏

2022年7月1日 （8）



　

も
は
や
現
代
社
会
に
お
い

て
「
コ
メ
」
と
「
ム
ギ
」
は
同

格
、
と
も
に
日
本
人
の
主
食

と
し
て
の
首
座
を
分
か
ち

合
っ
て
い
る
。
人
そ
れ
ぞ
れ

の
立
ち
位
置
で
異
論
は
あ
ろ

う
が
〝
甲
乙
付
け
難
し
〞が

実
態
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

分
岐
点
は
日
米
二
国
間
の

貿
易
交
渉
時
、
外
国
産
「
コ

メ
」
の
完
全
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ

ト
を
解
除
し
た
と
き
。
そ
れ

か
ら
と
い
う
も
の
、
国
内
に

外
国
の
農
産
物
、
製
品
が
一

挙
に
な
だ
れ
込
ん
だ
感
が
あ

る
。
堅
牢
な
牙
城
が
崩
れ
た

瞬
間
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
間

も
な
く
「
コ
メ
」
の
ミ
ニ
マ

ム
ア
ク
セ
ス
が
決
ま
る
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

海
外
か
ら
見
れ
ば
「
聖
域

を
突
破
で
き
た
の
だ
か
ら
他

品
目
で
も
攻
勢
を
か
け
ら
れ

る
」、
こ
れ
は
常
套
手
段
と

い
う
べ
き
交
渉
術
だ
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

過
去
を
遡
っ
て
も
、
１
９

コメとムギと戦争と
　　危機意識をなぜ共有しないか

２
３
年
の
関
東
大
震
災
時
に

救
援
物
資
と
し
て
国
内
に

入
っ
て
き
た
乳
製
品
（
関
税

ゼ
ロ
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
乳
製
品
の
攻
勢
を
か
け
ら

れ
た
。
販
売
会
社
や
国
民
は

価
格
が
安
い
も
の
に
飛
び
つ

い
た
。
困
り
果
て
た
の
は
乳

余
り
の
生
産
者
だ
。
い
つ
の

時
代
も
構
造
は
同
じ
だ
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

終
戦
直
後
は
救
援
物
資
と

し
て
小
麦
と
脱
脂
粉
乳
が
緊

急
輸
入
さ
れ
、
な
し
く
ず
し

的
に
学
校
給
食
に
牛
乳
（
脱

脂
粉
乳
）
と
パ
ン
が
定
番
に

な
っ
た
。
何
事
も
最
初
の

き
っ
か
け
が
モ
ノ
を
い
う
。

日
本
人
全
体
の
洋
食
化
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
パ
ン
食
の

魔
法
に
か
か
っ
た
子
ど
も
ら

は
「
米
国
産
小
麦
」
輸
入
の

将
来
に
わ
た
る
受
け
皿
に

な
っ
た
。
こ
の
当
時
の
子
ど

も
た
ち
は
団
塊
世
代
と
い

う
。
当
然
、
日
本
社
会
全
体

が
「
コ
メ
」
と
パ
ン
の
併
存

に
少
し
も
違
和
感
が
な
い
。

つ
ま
り
馴
ら
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
魚
食
よ
り
も
肉
食
が
多

く
な
る
。
際
ど
く
「
ア
メ
リ

カ
流
商
法
」
に
染
め
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　
「
コ
メ
」は
日
本
に
伝
わ
っ

て
約
２
千
年
、
主
食
と
し
て

の
首
座
を
守
っ
て
き
た
。
調

理
の
仕
方
で「
ご
は
ん
」、「
お

に
ぎ
り
」、「
も
ち
」、「
米
菓

子
」
く
ら
い
か
。
そ
れ
に
引

き
換
え「
ム
ギ
」は
パ
ン
、麺
、

パ
ス
タ
、
お
好
み
焼
き
、
菓

子
類
な
ど
ま
さ
に
変
幻
自
在

だ
。「
コ
メ
」
の
戦
い
づ
ら
さ

は
こ
れ
に
起
因
す
る
。「
コ

メ
」の
調
理
法
が
少
な
い
分
、

分
が
悪
い
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　
「
ム
ギ
」
の
自
給
15
％
、
一
方

の「
コ
メ
」は
ほ
ぼ
１
０
０
％

だ
。
し
か
も
国
産
小
麦
は
パ

ン
用
が
少
な
く
、
麵
用
が
大

半
だ
。
皮
肉
に
も
、
パ
ン
を

食
べ
る
機
会
が
増
え
る
ほ
ど

食
料
自
給
率
は
低
下
す
る
。

逆
に
「
コ
メ
」
を
摂
れ
ば
と

る
ほ
ど
自
給
率
は
高
く
な

る
、
理
屈
の
上
で
は
そ
う
だ
。

　

◇　
　

◇　
　

◇

　

日
本
人
は
器
用
に
コ
メ
も

パ
ン
も
、
麺
も
、
上
手
に
取

り
入
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
そ

れ
で
応
用
が
利
い
て
い
い
の

だ
が
、「
食
料
安
保
」
の
た
め

に
は
高
い
次
元
の
自
給
率
で

な
い
と
国
は
守
れ
な
い
し
、

そ
も
そ
も
国
民
が
生
存
で
き

な
い
。
現
在
の
自
給
率
37
％

で
は
、
必
ず
訪
れ
る
世
界
規

模
の
「
食
料
難
時
代
」
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

戦
争
で
狂
乱
物
価
に
拍
車
が

か
か
る
。
中
東
や
ア
フ
リ
カ

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
産
小
麦
に
依

拠
し
て
い
る
か
ら
食
料
難
の

危
機
が
迫
り
く
る
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

豊
穣
の
耕
作
地
は
維
持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
荒
廃

す
れ
ば
、
元
の
耕
作
地
に
戻

れ
な
い
。
耕
作
放
棄
地
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
は
い
け
な
い
。

公
が
全
面
に
出
て
で
も
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

筆
者
は
不
安
を
煽
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
日
本
社
会

は
実
際
に
危
険
域
に
入
っ
て

し
ま
っ
た
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

な
い
」「
食
料
を
海
外
に
依
存

す
る
」
に
加
え
て
「
肥
料
は

ほ
と
ん
ど
外
国
産
」、
加
え
て

「
円
安
」
そ
れ
で
も
危
機
感
を

共
有
で
き
な
い
国
民
っ
て
ヘ

ン
。
輸
出
規
制
を
か
け
た
国

も
出
て
き
て
い
る
。
（
山
田
）

稔りある大地とともに

代表取締役社長　関　野　哲　正
札幌市中央区北４条西１丁目１番地（北農ビル18F） 代表Tel（０１１）２２２-２４４４

お客様と生産者を結ぶ懸け橋
ホクレンショップ・Aコープ

〒060-8550 札幌市北区北７条西1丁目2-6 TEL.011-756-3211

□国産野菜統一宣言
　野菜を安心で安全な国内産に統一販売しています。
□もぎたて市
　店内に生産者直売コーナーを設置し、
　生産者が収穫した新鮮野菜を販売しています。

北海道農業近代化技術研究センター一　　般
財団法人

収益につきましては、災害等義援金として寄付させていただきます。

北空知・中空知［深川市・滝川市・妹背牛町］

７月23日㊏・24日㊐
９月10日㊏・11日㊐
１１月5日㊏・6日㊐

８月20日㊏・21日㊐
１０月15日㊏・16日㊐

http://www.hamc.or.jp/
深川事務所／深川市広里町4丁目1-3　☎（0164）25-1591
札幌支所／札幌市北区北10条西3丁目13 NKエルムビル3Ｆ  ☎（011）746-5391

札幌市北区北10条西3丁目仲通り南向き
NKエルムビル1階

札幌市北区北10条西3丁目仲通り南向き
NKエルムビル1階

開催時間
12時～15時

新鮮農産物直売市新鮮農産物直売市
第1回
第3回
第5回

第2回
第4回
※売切れ次第終了となります。
※駐車場はありません。

新型コロナウイルスの影響で日程を変更する場合があります。
グループ企業

㈱アークス　㈱ラルズ　㈱ユニバース　㈱ベルジョイス
㈱福原　㈱道北アークス　㈱東光ストア　㈱道南ラルズ

㈱道東アークス　㈱伊藤チェーン　㈱オータニ　㈱エルディ
札幌市中央区南13条西11丁目2番32号　TEL.011-530-1000　URL http://www.arcs-g.co.jp

北海道・東北・北関東に広がる375店舗

豊かな大地に輝く懸け橋

アークスグループは、地域のライフラインとして価値ある商品、
サービスを低価格で提供し、豊かな暮らしに貢献します。
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北
海
道
の
森
林
整
備
を
担

う
全
道
78
森
林
組
合
を
統
括

す
る
北
海
道
森
林
組
合
連
合

会
（
道
森
連
）
で
は
、
環
境

保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
森
林
を
次
代
へ
と
つ
な
ぐ

た
め
、
森
林
組
合
や
市
町
村

が
取
り
組
む
地
域
森
林
環
境

教
育
な
ど
の
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
農
林
水

産
業
の
協
同
組
織
が
基
盤
の

金
融
機
関
で
あ
る
農
林
中
央

金
庫
は
、
道
森
連
の
活
動
に

賛
同
し
、
木
の
温
も
り
や
森

林
の
大
切
さ
を
伝
え
る
取
り

組
み
を
通
じ
、
国
産
材
利
用

拡
大
を
目
指
す
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て

3
月
に
は
、「
認
定
こ
ど
も

園
『
わ
く
わ
く
園
』（
訓
子
府

町
）」
と
「
川
北
認
定
こ
ど
も

園
『
に
じ
い
ろ
』（
標
津
町
）」

の
2
カ
所
に
道
産
材
で
作
ら

れ
た
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」

の
寄
贈
は
、
乳
幼
児
期
か
ら

木
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
創
出

し
、
木
に
対
す
る
豊
か
な
感

性
と
心
を
養
い
、
想
像
力
を

環境保全に重要な役割を果たす森林を次代へ

高
め
る
木
育
の
場
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
、
2
0
1
5

年
か
ら
実
施
し
、
今
年
で
7

年
目
の
取
り
組
み
で
す
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
認
定
こ

ど
も
園
ま
た
は
市
町
村
役
場

で
寄
贈
式
を
執
り
行
っ
て
い

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」
の
実
施
期
間
の
た
め
寄

贈
式
は
中
止
と
な
り
、
寄
贈

者
を
代
表
し
て
道
森
連
の
理

事
が
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
を

届
け
ま
し
た
。

　
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
は
、
小

さ
な
子
ど
も
で
も
振
っ
た

り
、
動
か
し
た
り
し
て
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
お
も
ち
ゃ
を

詰
め
合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
で

す
。
お
も
ち
ゃ
自
体
は
道
産

の
広
葉
樹
と
針
葉
樹
で
作
ら

れ
、
お
も
ち
ゃ
箱
は
道
産
の

カ
ラ
マ
ツ
・
ト
ド
マ
ツ
の
集

成
材
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
を
次
代
へ

つ
な
ぐ
活
動
を

 

認
定
こ
ど
も
園
へ

﹁
木
の
お
も
ち
ゃ
﹂を
寄
贈

第
72
回
北
海
道
植
樹
祭
を
苫
東
・

和
み
の
森︵
苫
小
牧
市
︶で
開
催

3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る

﹁
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
﹂

札
幌
市
中
央
区
北
2
条
西
19

丁
目
1
番
地
9

℡
0
1
1・6
2
1・4
2
9
3

●
北
海
道
森
林
組
合
連
合
会（
道
森
連
）

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
3
丁
目

7
番
地
北
洋
大
通
セ
ン
タ
ー
14
階

℡
0
1
1・2
4
1・4
2
1
1

●
農
林
中
央
金
庫
札
幌
支
店

北海道森林組合連合会・農林中央金庫札幌支店の取り組み

　

ま
た
、
5
月
28
日
（
土
）
に

は
、「
北
海
道
・
木
育
（
も
く

い
く
）
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
2
」

の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
植

樹
祭
が
苫
小
牧
市
に
あ
る

苫
東
・
和
み
の
森
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

木
を
育
て
、
守
る
大
切
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
、

道
・
林
野
庁
北
海
道
森
林

管
理
局
・
苫
小
牧
市
・
公

益
社
団
法
人
北
海
道
森
と

緑
の
会
が
主
催
す
る
植
樹

祭
で
今
回
72
回
目
を
数
え

ま
す
。

　

式
典
冒
頭
に
鈴
木
直
道

知
事
は
、「
道
は
2
0
5
0

年
ま
で
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
Ｃ
Ｏ
2
を

吸
収
す
る
森
林
は
と
て
も

大
事
で
、
守
り
、
次
世
代
へ

と
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
植
樹
を
通

じ
て
、
森
林
の
大
切
さ
を
感

じ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
式
典
の
最

へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　　

ま
た
、
6
月
1
日
（
水
）
に

後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
6
名

が
木
を
植
え
、
森
を
大
切
に

す
る
「
緑
の
宣
言
」
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
参
加
者
た
ち

に
よ
っ
て
、
ア
カ
エ
ゾ
マ

ツ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ハ
ル
ニ
レ
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
苗
木
3
8
0

本
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
、
2
0
1
8

年
に
全
国
の
都
道
府
県
に

先
駆
け
て
植
樹
の
日
（
5
月

第
2
土
曜
日
）・
育
樹
の
日

（
10
月
第
3
土
曜
日
）
を
制

定
、
あ
わ
せ
て
5
月
を
植
樹

月
間
、
10
月
を
育
樹
月
間
と

決
め
、
植
樹
及
び
育
樹
活
動

し
た
植
樹
行
事
で
す
。

　

主
催
す
る
北
海
道

漁
業
協
同
組
合
連
合

会
（
ぎ
ょ
れ
ん
）
の
菊

池
元
宏
副
会
長
は
、「
女

性
部
が
植
樹
を
始
め
て

か
ら
も
う
34
年
が
経
っ

て
い
ま
す
。
今
で
い
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
を
先
取
り
し

た
素
晴
ら
し
い
運
動

で
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
貢
献
活
動
を
通
じ

て
、
こ
れ
を
評
価
し
て

訓子府町へ寄贈（中央）菊池町長訓子府町へ寄贈（中央）菊池町長

標津町へ寄贈（中央）山口町長標津町へ寄贈（中央）山口町長

あいさつをする鈴木知事あいさつをする鈴木知事

木のおもちゃで遊ぶ園児（訓子府町）木のおもちゃで遊ぶ園児（訓子府町）

木のおもちゃで遊ぶ園児（標津町）木のおもちゃで遊ぶ園児（標津町）

北海道植樹祭に参加した（左）農林中金
加藤弘節札幌支店長（右）道森連有末道弘会長
北海道植樹祭に参加した（左）農林中金

加藤弘節札幌支店長（右）道森連有末道弘会長

3 年ぶりの開催となった「お魚殖やす植樹運動」3 年ぶりの開催となった「お魚殖やす植樹運動」

は
、
3
年
ぶ
り
に
道
民

の
森（
当
別
町
）で
、「
お

魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
北
海
道
漁
協

女
性
部
連
絡
協
議
会
な

ど
の
漁
業
関
係
の
団
体

が
中
心
と
な
り
、
森
を

守
る
こ
と
に
よ
り
、
海

が
守
ら
れ
、
魚
を
殖
や

す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
考
え
の
も
と
、「
百
年

か
け
て
百
年
前
の
自
然

の
浜
を
」
を
合
言
葉
に

く
れ
る
消
費
者
を
増
や
し
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

今
回
約
70
名
の
人
が
参

加
。
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
、
ハ
ル
ニ
レ
、
カ
ツ
ラ
、

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
モ

ミ
ジ
の
計
5
0
0
本
を
植
樹

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で

ほ
と
ん
ど
の
活
動
を
休
止
し

て
い
ま
し
た
が
、
収
束
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
こ
の
よ
う
な

植
樹
行
事
が
各
地
で
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
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農業生産法人 市川農場
代表取締役  市川 範之

旭
川
市
西
神
楽
3
線
8
号

℡
0
1
2
0･0
4
9･
3
9
7

●
農
業
生
産
法
人
市
川
農
場

　「
ゆ
き
ひ
か
り
」
の
復
活
と

「
ゆ
き
ひ
か
り
ぽ
ん
せ
ん
」
の

開
発
に
向
け
て
、
市
川
農
場

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き

た
の
か
。
そ
こ
に
は
人
と
の

出
会
い
や
商
品
開
発
に
向
け

て
の
た
ゆ
ま
ぬ
挑
戦
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
ゆ
き
ひ
か
り
」
は
、
昭
和

59
年
に
道
内
で
開
発
さ
れ
た

う
る
ち
米
の
品
種
で
す
。
平

成
元
年
に
は
道
内
の
う
る
ち

米
の
栽
培
面
積
の
約
53
％
を

占
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
ほ
と
ん
ど
栽
培
さ
れ
て

い
な
い
お
米
で
、
道
内
で
も

約
1
％
し
か
栽
培
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
市
川
農
場
で
は
昭

和
59
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で

栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
5
年
に
栽
培
を
復
活
さ
せ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
栽
培
を
復
活
し
た
の

か
。
そ
れ
は
米
ア
レ
ル
ギ
ー

に
何
ら
か
の
影
響
を
持
つ
ア

ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
が
少
な
く
、

ア
レ
ル
ギ
ー
が
出
に
く
い
と

言
わ
れ
て
い
た
こ
と
。ま
た
、

「
ゆ
き
ひ
か
り
」
が
悪
玉
菌

を
退
治
す
る
こ
と
も
北
海
道

大
学
の
教
授
か
ら
発
表
さ

れ
、
他
の
品
種
と
は
違
う
用

途
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
平
成
５
年
に
農
場
に
一

人
の
若
い
母
親
が
、
ゆ
き
ひ

か
り
を
求
め
て
訪
ね
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
が
ア
ト
ピ
ー

な
の
で
安
全
に
栽
培
さ
れ
た

お
米
は
粘
り
が
強
い
品
種
が

多
く
、
も
ち
米
の
よ
う
に
澱

粉
質
の
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
が

多
い
と
消
化
吸
収
が
早
く
糖

の
吸
収
が
早
い
。
例
え
ば
コ

シ
ヒ
カ
リ
や
ゆ
め
ぴ
り
か
は

美
味
し
い
お
米
で
す
が
、
粘

り
の
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ゆ
き
ひ
か

市
川

農
場

ゆ
き
ひ
か
り

を
懸
命
に
探

し
て
い
る
と

の
こ
と
。
さ

ら
に
、
有
機

栽
培
で
栽
培

し
て
い
た
だ

け
な
い
か
と

求
め
て
き
ま

し
た
。
私
は

栽
培
を
約
束

し
、
1
年
後

に
約
束
ど
お

り
そ
の
母
親

に
ゆ
き
ひ
か

り
を
提
供
す

る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も

喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
」

と
代
表
の
市

川
範
之
さ
ん
。

　
「
現
在
、
世

に
出
て
い
る

り
は
粘
り
が
少
な
い
品
種
同

士
の
掛
け
合
わ
せ
で
で
き
た

品
種
な
の
で
、
糖
の
吸
収
が

一
般
の
お
米
よ
り
も
緩
や
か

な
機
能
性
が
あ
り
、
現
在
で

は
希
少
な
お
米
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
知
識

の
中
で
有
機
肥
料
を
使
用
し

て
、
農
薬
不
使
用
の
ゆ
き
ひ

か
り
を
そ
の
母
親
に
提
供
し

ま
し
た
」

　

そ
の
出
来
事
が
「
ゆ
き
ひ
か

り
」
を
栽
培
す
る
大
き
な
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
と

話
し
ま
す
。

　

一
方
の
「
ゆ
き
ひ
か
り
ぽ

ん
せ
ん
」。「
ぽ
ん
せ
ん
」
と

は
「
ぽ
ん
せ
ん
べ
い
」
の
略

で
、
お
米
や
玄
米
な
ど
に
強

米
ア
レ
ル
ギ
ー
に
耐
性
の

あ
る「
ゆ
き
ひ
か
り
」

商
品
化
が
困
難
と
い
わ
れ
て
い
た

「
ゆ
き
ひ
か
り
ぽ
ん
せ
ん
」

「
ゆ
き
ひ
か
り
」の
復
活
と

　
　
　
「
ゆ
き
ひ
か
り
ぽ
ん
せ
ん
」の
開
発
を
後
押
し
！

「
ゆ
き
ひ
か
り
」の
復
活
と

　
　
　
「
ゆ
き
ひ
か
り
ぽ
ん
せ
ん
」の
開
発
を
後
押
し
！

い
圧
力
を
か
け
て
膨
ら
ま
せ

た
素
朴
な
せ
ん
べ
い
の
こ
と

で
す
。

　

そ
の
「
ゆ
き
ひ
か
り
ぽ
ん

せ
ん
」
を
最
初
に
考
案
し
た

の
が
、
旭
川
市
の
調
剤
薬
局

に
勤
め
、
食
品
ア
レ
ル
ギ
ー

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た

佐
藤
公
寿
さ
ん
。
佐
藤
さ
ん

は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
が
、
安
心
し
て
食
べ

ら
れ
る
お
菓
子
を
作
っ
て
あ

げ
た
く
て
、
た
ど
り
着
い
た

の
が
「
ゆ
き
ひ
か
り
」
で
あ

り
、
積
極
的
に
栽
培
し
て
い

る
同
じ
市
内
の
市
川
農
場
で

し
た
。

　
「
当
農
場
で
栽
培
し
た
ゆ

き
ひ
か
り
を
提
供
し
、
千
葉

県
に
あ
る
食
品
会
社
で
試
作

品
を
何
度
も
作
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
私
自
身
も
打
ち
合

わ
せ
の
た
め
、
千
葉
に
も
行

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
3
年

も
か
け
て
よ
う
や
く
商
品
化

に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
完
成
し
た
ゆ
き
ひ

か
り
ぽ
ん
せ
ん
は
発
売
か
ら

10
年
以
上
経
過
し
ま
し
た

が
、
現
在
は
市
川
農
場
の
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
ゆ
き
ひ
か

り
が
使
用
さ
れ
て
お
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
ま
す
」

と
市
川
範
之
代
表
。

　

食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
は
様
々

で
す
が
、「
ゆ
き
ひ
か
り
」
は

体
質
に
合
う
方
々
に
と
っ
て

は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
お
米

で
す
。
こ
の
こ
と
も
「
ゆ
き

ひ
か
り
」
と
い
う
品
種
の
大

き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
絹
艶
」は
、食
感
・
風
味
・

く
ち
ど
け
の
黄
金
バ
ラ
ン
ス

で
、
小
麦
本
来
の
豊
か
な
香

り
と
ほ
の
か
な
甘
み
、
深
い

コ
ク
が
楽
し
め
、
そ
の
ま
ま

で
し
っ
と
り
、
や
わ
ら
か
。

ト
ー
ス
ト
で
さ
っ
く
り
、
ふ

ん
わ
り
。
毎
日
食
べ
て
も
飽

き
な
い
お
い
し
さ
の
食
パ
ン

で
す
。　

　

そ
ん
な
「
絹
艶
」
の
良
さ

を
活
か
し
た
山
型
タ
イ
プ

「
絹
艶 

山
型（
6
枚
入
）」「
同

（
5
枚
入
）」
を
7
月
1
日
か

ら
新
発
売
。
絹
艶
だ
か
ら
こ

そ
実
現
で
き
た
こ
れ
ま
で
に

　

北
海
道
牛
乳
普
及
協
会
・

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連

合
会
が
主
催
す
る
令
和
４
年

度
『
第
43
回
牛
乳
･
乳
製
品

利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
』
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
在
住
の
高
校
生
以
上

で
、
実
演
審
査
会
に
出
場
で

き
る
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
応

募
可
能
で
す
。

　

条
件
は
、
牛
乳
・
乳
製
品

の
使
用
量
が
４
人
分
で
合
計

２
０
０
ｇ
以
上
。
ど
こ
で
も

入
手
で
き
る
一
般
的
な
食
材

ゆきひかりゆきひかり

市川農場市川農場

ゆきひかりぽんせんゆきひかりぽんせん

「
絹
艶
」の
良
さ
を
活
か
し
た

山
型
タ
イ
プ
新
発
売
！

日
糧
製
パ
ン

北
海
道
の
ミ
ル
ク
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
大
募
集
！

北
海
道
牛
乳
普
及
協
会

な
い
山
型
食
パ
ン
で
、
道
産

生
ク
リ
ー
ム
、
ス
キ
ム
ミ
ル

ク
、
上
白
糖
を
使
用
し
、
絹

艶
の
特
徴
で
あ
る
耳
ま
で

し
っ
と
り
や
わ
ら
か
な
食
感

と
、
山
型
食
パ
ン
の
特
徴
で

あ
る
ソ
フ
ト
で
軽
い
食
感
が

楽
し
め
ま
す
。

　

絹
艶
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
広
が
り
、
食
パ
ン
の
種
類

は
10
種
類
。
気
分
で
選
べ
る

口
当
た
り
の
よ
さ
と
、
贅
沢

な
厚
切
り
か
ら
薄
切
り
ま
で

お
好
み
の
厚
さ
が
楽
し
め
、

シ
ー
ン
に
よ
っ
て
お
召
し
上

が
れ
ま
す
。

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
1
条

18
丁
目
5
番
1
号

℡
0
1
1
･8
5
1
･
8
4
8
8

●
日
糧
製
パ
ン

で
簡
単
に
作
れ
る
こ
と
。
事

前
調
理
・
盛
り
付
け
を
含
め

60
分
以
内
で
で
き
る
こ
と
。

応
募
者
自
身
が
考
案
し
た
未

発
表
の
料
理
・
菓
子
・
デ
ザ
ー

ト
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

応
募
締
め
切
り
は
、
８
月

31
日
（
水
）
消
印
有
効
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
書
類

審
査
を
行
い
、
審
査
通
過
者

は
10
月
中
旬
に
札
幌
市
内
で

実
演
審
査
を
開
催
。
最
優
秀

賞
１
点
、
第
２
位
１
点
、
第

３
位
１
点
、
そ
の
他
各
賞
を

選
出
し
ま
す
。

　

応
募
お
よ
び
詳
細
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
北

海
道
牛
乳
普
及
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
「
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
係
」℡
０
１
１
・

２
２
２
・
０
２
３
３
ま
で
。

（11） 2022年7月1日



　応募方法は、①ご希望のプレゼント記号・商品名を明記のうえ、②お名前（フリガナも）③年齢④性
別⑤ご職業⑥郵便番号とご住所⑦電話番号⑧イーハトーヴを何処で手に入れたか⑨本紙へのご意
見、ご感想などを記入のうえ、本紙イーハトーヴまで、ハガキにてご応募ください。
　応募締切は2022年8月15日必着。
　宛先は、〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目緑苑ビル913 （株）情報企画イーハトーヴ・プレ
ゼント係
　なお、当選者の発表は9月中の発送をもって代えさせていただきます。

福山醸造から
「北海道の鮭節香るだし醤油（150ml）」
を6名様

　道産の大豆と小麦で仕込んだ丸大豆醤油に、道産鮭
節や日高昆布などをバランスよく配合した特製だしをブ
レンドしました。そのままかけるだけ、つけるだけで、毎日
の料理がちょっぴり贅沢になる、究極のだし醤油です。黄
金色に澄んだ鮭節のだしは、しっかりとした旨みの中に
甘みが感じられ、カツオ節とはまた違う繊細な味わいが
広がります。この鮭節だしを道産丸大豆醤油と合わせ、
風味豊かなだし醤油に仕上げました。

問福山醸造㈱
☎0120･120･280

北竜振興公社から
「北竜産燦燦ひまわり油」
を3名様

　無添加の一番搾りを使用。オレイン酸の含有量が80%
以上、ビタミンＥも豊富に含まれているクオリティの高い、
美味しいオイルです。

問㈱北竜振興公社
☎0164･34･3321

大望から
「野菜フレーク」じゃがいも、
とうもろこし、にんじん、かぼちゃ
４点セットを３名様

　無添加・無着色にこだわった北海道産野菜１００％のフ
レーク。野菜本来が持つ優しい味と鮮やかな色もそのま
まです。不足しがちな野菜をおいしく簡単に摂ることがで
きるので、普段のお食事に、手作りお菓子に、離乳食に、
介護食にぴったりです。水分を加えるだけで簡単に裏ご
し状になるので、様々な用途でお使いいただけます。

問㈱大望
☎0155･20･5885

ホクレン商事から
「3000円分」
相当の旬の北海道産品を５名様

　ホクレンショップやホクレンFood Farmなどを運営
するホクレン商事から、旬の北海道産品をプレゼントし
ます。商品は届いてからのお楽しみ。

問ホクレン商事
☎011･733･8266

発送は９月下旬から
１０月中旬の予定です。

　

国
道
２
７
４
号
線
沿
い
に

あ
る
道
の
駅
で
、
千
の
公
園
、

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
、
鹿

追
町
民
ホ
ー
ル
な
ど
と
同
じ

敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

　

入
口
横
に
は
、
鹿
追
町
環

境
保
全
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
余
剰
熱
を
利

用
し
て
養
殖
さ
れ
て
い
る
チ

ョ
ウ
ザ
メ
が
、
大
型
水
槽
で

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

店
内
に
は
、
農
家
の
方
が

毎
朝
届
け
て
く
れ
る
旬
の
野

菜
や
果
物
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
特
産
品
は
、
鹿
追
名

産
の
ソ
バ
や
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ

の
昆
布
巻
き
な
ど
の
ほ
か
、

こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
鹿
追

産
の
さ
つ
ま
い
も
ペ
ー
ス
ト

を
餡
に
し
た
「
焼
さ
つ
ま
い

も
大
福
」、
絶
滅
危
惧
種
の
ナ

キ
ウ
サ
ギ
を
模
っ
た
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
の
「
ナ
キ
ウ
サ
ギ
ク

ッ
キ
ー
」
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

道
の
駅
め
ぐ
り

河東郡鹿追町東町３丁目２
　　　　  （11月～３月末）10：00～16：00 （４月～10月末）９：00～17：00
　　　　　不定休 年末年始
　　　　   0156‐66‐1125

開館時間
休 館 日
電　話39

鹿追産の新鮮な野菜や果物、お土産品などがたくさん並
ぶ、明るくて落ち着いた店内

温かみのある木造りの「道の駅しかおい」。ほっこりした雰
囲気が人気です

入口横にある大水槽のチョウザ
メ。養殖しているところが少ない
希少な魚です

道の駅しかおい限定の「焼さつま
いも大福」（上）、可愛くておいしい
「ナキウサギクッキー」（下）

十勝観光のキーステーション 人・花・文化の交流拠点

道の駅 しかおい

2022年7月1日 （12）
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